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 12月に入りいっそう寒さが厳しくなりました。12月15日でファイナルも終わり、冬休みに入り
ました。ほとんどの学生は自分の家に帰りってしまい、大学周辺は人がほとんどいなくなってしま

い、ゴーストタウンのようです。しかし、この状況はシャンペーンにはじめて来た6月の雰囲気に
似ており、少し懐かしいような気もしました。 

 
今学期に履修した授業について・・・ 
 
今学期は以下にあげる5科目を履修しました。 
①English Structure & Paragraph Dev - ESL 113 (Credits-3)  
②Intro to Japanese Culture - EALC 250 (Credits-3) 
③Elementary Korean I - KOR 201 (Credits-5) 
④Intro to Finite Element Anlys - ME 471(Credits-3 or 4) 
⑤How Things Work - PHYS 140 (Credits-3) 

 そして、全 17単位中 14単位取得することができました。ME471は苦手なプログラミングを克
服することができず、残念ながら単位を取得することはできませんでしたがほかの科目はなんとか

単位を取得することができました。 
 ファイナルは授業によってはレポート提出だけですむものがありますが、私の履修した授業では、

ESLのクラスを除きすべて試験がありました。 
 宿題は時間をかけてやることができるため何とかこなすことができました。しかし、試験が選択

問題形式だったりすると、私の英語力の範囲を超える文章が出たりして周りの人たちが1時間くら
いで終わる問題を、タイムリミットいっぱいの3時間をかけても完全に終わられることができずに
中途半端で終わってしまったものもあり、自分の能力の低さを痛感しました。 
 
その他・・・ 
 
 11月終わりから12月のはじめまで、The Indoor World Cupが開かれ、私は日本チームの一員
として参加しました。予選は3チームでのリーグ戦で行われました。しかし、残念ながら１分け１
敗という結果で決勝トーナメントには進出することができませんでした。 
 12月の半ばからは冬休みに入り、シカゴやカナダに行きました。シカゴではJasper Johns展が
開催されていたのでシカゴ美術館（The Art Institute of Chicago）へ行き、カナダではナイアガラ
の滝とトロントへ行きました。まだ気温が高く巨大な氷の柱と姿を変えてはいなかったため少し残

念でしたが、滝は思っていたよりも大きくて迫力満点でした。天気がよくなかったのも残念でした

が、次の日の早朝には晴れ間が広がり、美しい朝日を見ることができました。今度は夏に行き、滝

をしたから眺めてみたいものです。 
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ナイアガラの滝（左から、アメリカ滝、ブライダルベール滝、カナダ滝） 

 
ナイアガラの滝（朝日） 

 
トロント（ハイウェイより） 


